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平成31（2019）年度　事業遂行方針
これから増々進行が見込まれる少子高齢化を踏まえ、本会が長期計画に示している「互助への取り組み」が重要で
あると考えます。「支える側」「支えられる側」の概念を取り払い、住民が様々な役割を持ち、支え合い、自分らしく活
躍できる「地域共生社会」の実現に向けて、地域に応じた形を模索しながらより多くの住民に関心を持ってもらうよ
う様々な施策を推し進めていきます。
この取り組みを進めるためには、専門職員の育成が急務です。住民が主体的に考え、自ら行動するための相談援助
活動は即席ではできません。計画的な職員育成の取り組みを行います。一方、悪化している財政に対しては組織再
編やコスト削減の取り組みを行うとともに今後の組織運営について検討していきます。
これらのことから本年度の事業遂行方針の骨子を、①組織運営の土台づくり、②財源の確保、③人材育成の土台づ
くりとしました。また、新たに生活困窮者自立支援事業を受託し、様々な生活課題のよろず相談や地域づくりのため、
各種関係機関とのつながり強化を図ります。

平成31（2019）年度予算 （単位：千円）

収入合計
325,378

支出合計
325,378

会費収入 2,730 寄付金収入 5,030

経常経費
補助金収入

73,102 受託金収入
13,180

就労支援事業収入 3,800
障害福祉サービス等事業収入 31,600

前期末
支払資金
残高
55,248

事業費支出 18,264

事務費支出 23,120
就労支援
事業支出
3,800

貸付事業
支出 1,100

助成金支出
3,881

負担金
支出 30

固定資産取得
支出 1,850

積立資産
支出 504

拠点区分間繰入金
支出 22,502

予備費支出 3,800
当期末支払資金残高 45,458

貸付事業等
収入 1,630

事業収入
6,986
負担金収入
170

介護保険収入
104,487受取利息

配当金収入
411

その他の
収入
1,502

積立資産
取崩収入
3,000

拠点区分間
繰入金収入
22,502

人件費支出
201,069
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譲ります・譲ってください コーナー

＜お問い合わせ　社協総務係＞

このコーナーでは、社協会員を対象に使わなくなった福祉用具等の橋渡しを行っています。掲載物品
への申込・掲載希望等ありましたら、まずはお電話にてご連絡ください。
※社協が物品をお預かりすることはできません。譲渡決定まで保管ください。
※�社協会員とは、毎年７月にお願いしている社協会費500円を納めていただいている方です。年度途
中でも会費を納めていただくことで会員になることができます。
※�譲ります（初）に限り発行月の末日を締切とし、応募多数の場合は抽選、その他は受付順となります。

【対象物品】
�電動ベッド・電動カート・シルバー
カー・車いす・歩行器・移動用リ
フト・ポータブルトイレ・シャワー
いす・浴槽用簡易手すり・ベビー
カー・チャイルドシート・ベビー
ベッド etc．

生活困窮者自立支援事業はじめます

ご相談・お問い合わせは　地域福祉係・よろず相談室

家族がひきこもっ
ていて心配

失業して家賃が
払えなくなりそう

社協では、４月から「生活困窮者自立支援事業」をはじめます。

働きたいけど
仕事が ･･･

シャワー
チェア

譲ります�No.625
ポータブル
トイレ

譲ります�No.638
ポータブル
トイレ

譲ります�No.637

ジュニア
シート

譲ります�No.642

イメージ

できれ
ば

無料で

No.591
チャイルド
ガード

譲ってください

イメージ

No.�598・600・607・608・
615

電動カート

譲ってください

イメージ

No.�604・606・
626・641

車イス

譲ってください

イメージ

電動
ベッド

譲ります�No.639

仕事のことやお金のことのお悩み、ご相談ください。
ともに考え、ともに歩んでいきましょう。
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当日は、福祉部、区長、八重ボランティアのメンバーが
集結。町の危機管理監による勉強会、災害対応ゲームク
ロスロード、地元の企業（タカキベーカリー千代田工場）
の協力によるパンの提供、最後は、日本赤十字社の大鍋
で作った豚汁をみんなで食べました。
中でも目を見張ったのは、「豚汁づくり」です。約20人
の共同作業でしたが、あっという間にできあがりました。
声をかけあいながら、めいめいが自分の作業をこなします。
その様子があまりに自然でびっくりです。手持ち無沙汰
で呆然としている人は誰一人ありません。日頃の関係性

八重中央振興会　防災炊き出し

進化したフリスビー‼『ドッチビー』
＜レクリエ

ーション用具貸出事業＞

＜問い合わせ　地域福祉係＞

室内でも、外でも、楽しめるドッチビーを紹介します。
大きな特徴は『安全』です。布素材で作られている為フリスビーと比
べて、柔らかく体に当たっても痛くありません。
ドッヂボールのように、投げ合って身体に当たっても痛くないため、
大人から子供まで一緒に楽しめます！
この他にも、投げた距離を競ったり、工夫次第で様々な遊
び方があります！
ぜひ、地域での集まり、ふれあい・いきいきサロンなどでご
活用ください。

がこのようなかたちで結実しました。
八重ボランティアは1995年の阪神淡路大震災の翌年
から活動開始。毎年かかさず１月17日に集まり、お弁当
をつくって、地域のお年寄り宅を訪問されています。防
災炊き出しを通して自分たちが行っていることが、地域
で災害があった時にも生きてくる、ということを実感され、
活動を続けてこられたことの意義と、この先も活動を続
けていこうという思いを強くされたようです。そしてそ
の様子を「すごいのぉ」と温かく見守る男性陣。みんなで
「災害」をキーワードに、地域やここで暮らす人々のこと、
その関係性について考え、再認識された日となりました。
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（現場からのレポートVol.24）

ケアマネは見た！
『男性介護者』の支援
「介護は、女性がするもの」そんな時代ではなくなりました。
北広島町社協居宅介護支援事業所のご利用者も約３人に１人
は、男性介護者です。そんな男性の多くは、それまでおむつ介助
をしたこともなく料理も「米を作るのは得意だけど、おにぎり
は握ったことがない」という人がおられます。その上、女性のよ
うに困りごとを相談する相手も多くなく、孤立してしまいがち

10連休中の期間、大朝福祉センターは次のとおり対応します。困り事や相談が
ございましたら、ご連絡をお願いします。
　４月27日（土）・４月29日（月）	 開館　８：30～17：15
　４月30日（火）～５月２日（木）	 電話・個別対応　８：30～17：15
その他の期間は、休館とします。

10連休「４月27日～５月６日」の対応について

という報告があります。

今回はそんな男性介護者の事例を紹介します。
母親Ａさん（80歳代）は、長男Ｂさん（60歳代）と２人暮らし。Ａさんは、要介護３の認定を受
けており、１年くらい前から認知症が進行して、意思疎通も難しくなっています。
担当のケアマネジャーがＡさん宅を訪問した際、Ｂさんに最近のＡさんのご様子を伺うと、「ト
イレに連れて行っても便座に座ることも分からんようになってやれん。座るように言う言葉が
徐々に大きくなって、怒鳴るときもある。後で反省するけど、感情を抑えられないときもある。」
と介護のストレスを話されます。
担当のケアマネジャーはＢさんの介護負担を軽減してもらうことが必要と考え、介護保険の
サービス利用や、また近所に住む長女（姉）にも相談して介護を協力してもらってはどうかと提
案しました。しかし、Ｂさんは「そうですね。考えてみます。」とケアマネジャーの提案に即決は
しませんでした。

この事例のＢさんのように、男性介護者は、こうした困りごとを数々抱え込みながらも、�
“ＳＯＳ”（助けて）を発信しない人があまりにも多い現実があります。
それはストレスを抱えることにつながり、虐待を発生させる危険を秘めています。そのよう
なことにならないためにも、『男性介護者』という同じ境遇の方々が集まれる場が必要ではない
でしょうか。似たような経験をしている人が集まれば、解決のヒントを得たり、仲間意識が生ま
れます。関係性を築くことで、孤立を防ぐこともできます。
そのような場を一緒に作っていきませんか。皆さん是非、ご相談ください。
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平成30年度 赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました。法人・企業募金ご芳名

千代田地域
徳山産業株式会社　亀井建設株式会社　中田石材工場　千代田ゴルフ倶楽部　有限会社佐原工業　株式会社中四国クボタ
有限会社大倉商会　株式会社タカキベーカリー千代田工場　広島第一ブロック協同組合　西日本高速道路エンジニアリン
グ中国株式会社広島整備センター　千代田病院　有限会社山口印刷所　有限会社有間工業　株式会社パブリック　株式会
社チヨダコーポレーション　たかさごや　中川商会有限会社　セブンイレブン広島千代田春木店　有限会社八重製材所　
立川医院　千代田タクシー株式会社　京屋旅館　みやけ歯科医院　広浜モータース　山県東部生コン株式会社　千代田中
央病院　有限会社千代田電機サービスセンター　スマイル歯科医院　有限会社千代田住宅設備　株式会社みちづれ　
北広島自動車株式会社　株式会社ジール　株式会社郷田石油店　藤井歯科医院　千代田衛生興業有限会社　有限会社山田
石油店　有限会社沖川モータース　株式会社千代田工務店　有限会社岡野商店　橋本自動車鈑金塗装有限会社　いのうえ
歯科医院　有限会社高岡モータース　株式会社西日本イノアック　可愛川漁業協同組合　喜楽鉱業株式会社　千代田運送
株式会社　医療法人明和会　株式会社やまびこ広島工場　広島イーグル株式会社　株式会社直方建材　株式会社カセイ
ジェイ・エム・エス株式会社千代田工場　河野鉄工株式会社　株式会社イワサキ　株式会社ヒロマイト　広島アルミニウム
工業株式会社新郷工場　株式会社内藤建設　有限会社前原工業所　千代田温泉有限会社　カトウ家具工芸有限会社　
有限会社千代田ファーム　広島協同乳業株式会社　株式会社チヨダパック　株式会社積水化成品山口　JU広島　
広島北ホテル　熊野製缶株式会社千代田工場　株式会社ニッショウ　海見山カントリークラブ　岩井内装　有限会社平田
組　有限会社ハナキ保険企画　土肥動物病院　ありた歯科医院　セブンイレブン広島千代田本地店　中尾急送　エコテク
ノ　株式会社中野石材　有限会社八重タクシー　小野酒造株式会社　江川医院　市頭眼科医院　千代田建設株式会社　
株式会社池田造園　有限会社カーステーション織田　小屋敷建設株式会社　有限会社かわど機工　有限会社池本建設　
株式会社ハートランド

豊 平 地 域
崎内木工所　ニューヨネダ理容室　有限会社豊平交通　有限会社笠道モータース　豊平葬祭　くぼた　メイコウおおつぼ
大谷工務店　有限会社伊藤モーターサイクル商会　有限会社上田産業　有限会社モリタ農園　株式会社どんぐり村　
西日本リネンサプライ株式会社　豊栄堂　阿坂モータース株式会社　吉川木工所　日本基礎技術株式会社　京田ボーリン
グ　こころ印刷　帰来山　玉屋金属株式会社　株式会社タナカ　あさみ工業株式会社　王地株式会社

大 朝 地 域
有限会社林風月堂　有限会社岩野農機商会　斎藤鍼灸接骨院　ギフトショップ大朝加計屋酒店　ダスキンおおあさ岡本有
限会社　有限会社宇川商店　大朝ふるさと病院　株式会社サステック　セイユー株式会社大朝工場　ロビンベッド株式会
社　有限会社大朝交通　和田建設　株式会社センダ建工　森山電工　からしろ会　セブンイレブン大朝店　有限会社食鮮
館いとう　有限会社出上建設　オオアサ電子株式会社　丸二株式会社大朝工場　有限会社中越木材　株式会社米田自動車
有限会社脇本モータース　有限会社沼田板金　EXCELそり　有限会社トータルインテリアシラマサ　田原温泉　大朝運
送有限会社　有限会社大島商会　有限会社大内林業　有限会社村上建設　有限会社小田陸地造園　とおせんぼ　有限会社
ヒューマンリングカンパニー　青空洋品店　歌謡スタジオ夢の里　美容室ビーボーン

芸 北 地 域
アンデルセン芸北100年農場　ぶなの里　八幡振興会　野花の館　みゆき理容院　山下電機　秀和有限会社　杉本建設株
式会社　山元工務店　芸北高原大佐スキー場　なかそ農園　有限会社中佐屋　妙蓮寺　栃薮建設株式会社　太田川森林組
合芸北支所　有限会社芸北プロパン不二屋　舛見美容院　総合企画コーポレーション有限会社　静馬商店　株式会社ウエ
ダ　農事組合法人うづつき　まきはうす　才乙生産森林組合　ユートピアサイオト　株式会社コーシン　芸北工業株式会
社　斉藤商会株式会社　田中石油店　オカダ有限会社　特別養護老人ホームやまゆり　村口電工　藤堂木工所　株式会社
美和建設　藤原オートサービス有限会社　食楽　岩本農園　芸北どか雪野菜クラブ　芸北原爆被害者の会

（敬称略、順不同）
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5月の行事予定
行　事　名 日 時　間 会　場 備　考

健 康 太 極 拳 教 室 第１、３火曜日 13：30〜 15：00

大朝福祉センター

全身運動と長深呼吸で心身を整えます！
月謝2,000円

囲 碁 の 集 い 毎週土曜日 10：00〜 17：00 頭の体操に始めてみませんか！
川 柳 の 会 ７日（火） 13：30〜 今回のお題は「育つ」「やがて」

お し ゃ れ な
小 物 づ く り 教 室 ７日（火） 13：30〜

ポップアップカードⅡ「あじさい」
持参品：�ボンド、はさみ、�

竹串�か�つまようじ
材料費：200円

は れ や か サ ロ ン
（ 男 の 料 理 教 室 ） ９日（木） ９：00〜 13：00 大朝保健センター

参加費：600円
内容：山菜を使った料理
初心者大歓迎！参加をお待ちします。
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北広島町老人クラブ連合会芸北支部の活動を紹介します！

３月15日金曜日、芸北文化ホールで体操教室が開催されました。参加者28人。講師は、
広島元気いっぱいプロジェクトの岩崎浩美先生。会場はいっぱいの笑顔と笑い声に包ま
れました。
「いろんな体操教室に参加してきたけどこんなに笑った教室は初めて。また開催して
ほしい。」「久しぶりに岩崎先生に会えてうれしかった」という声が多くありました。
体操を通し、大いに笑って楽しく脳を活性化できた教室でした。最後には、「今日教え
てもらったリフレッシュ体操を家でも取り組んでいこう」と約束し合い、体操教室を終
えました。

「～笑って楽しく脳を活性化 ～脳と体のリフレッシュ体操教室」

人

　事

平成31年３月31日付退職� 古川真由美
平成31年４月１日付採用	 脇安　俊之　福祉推進課地域福祉係
平成31年４月１日付� 中田　国慶　事務局長兼介護事業２課長
� 石川千津美　福祉推進課　主幹兼総務係長

職員の
異　動
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